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みんなの力で国体成功 ||

料理の鉄人として有名な陳建一さんも訪れ、

地域の皆さんとカッポ酒など酌み交わし、は

じめての「どんどや」を楽しく体験されたよ

うでした。

すばらしい伝統行事に伝承料理は、ず～つ

と残したいものです。
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町
民
憲
章

水と緑と上のにおい、いつぱいの住みよい町にします。

伝統を重んじ、文化の薫る潤いのある町にします。

老人を大切にし、子どもの夢を育て幸せな町にします。

勤労を尊び、産業を振興し活力のある町にします。

スポーツに親しみ、心身をきたえ健全な町にします。

7

12月 2日 、午後6時から高森駅前公園屋外

ステージでジャズコンサー トが行われました。

これは、町内の商店会が開いている「夜か市」

の歳末感謝イベン トとして企画し、主催 した

ものです。なかなかジャズなど聴く機会の少

ない町民に少しでも様々な機会をあたえたい

と取り組まれました。訪れたおよそ200名の

観衆は寒さも忘れ聞き入つていました。

今後も、様々な企画に取 り組んでいただき

たいものです。

三
年
ぶ
り
に
大
字
色
見
戸
狩
地
区
の
大
綱
引
き
大
会
が

一
月

一
五
日
、
雪
が
舞
う
中

住
民
約
八
十
人
が
参
加
し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

豊
作
を
祈
願
し
て
行
わ
れ
て
い
た
綱
引
き
大
会
が
五
年
前
四
十
数
年
ぶ
り
に
復
活

し
ま
し
た
が
、
昨
年
、
一
昨
年
と
雨
で
中
止
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。今
年
は
住
民
の
願
い

が
叶

っ
た
の
か
無
事
開
催
で
き
ま
し
た
。
今
回
も
同
地
区
の
青
壮
年
部
六
地
蔵
会
（岩

下
節
夫
会
長
以
下
会
員
十
五
名
）
が
中
心
と
な
り
、
区
や
婦
人
会
の
協
力
を
得
て
、
豊
作

祈
願
と
親
睦
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
早
朝
よ
り
大
綱
（縄
）
作
り
が
あ
り
、
昼
前
に

は
約
五
十
メ
ー
ト
ル
直
経
二
十
セ
ン
チ
の
見
事
な
大
綱
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
ま
た
、
高
森
寮
の
皆
さ
ん
も
駆
け
つ
け
東
西
に
分
か
れ
、
太
鼓

の
合
図
で
綱
を
引
き
合
い
ま
し
た
。

町
内
全
体
が
豊
作
で
円
満
で
あ
れ
ば
と
願
い
た
い
も
の
で
す
。

豊
作
祈
願
し
、
大
綱
引
き
大
会〓

高耕′1翼
「
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今年は「くまもと未栞国艤の鋼

2259日

野の花と

ど
ん
ど
や
で
無
病
患
災

無
病
息
災
を
祈
る
伝
承
行
事
で
、高
く
炎
が
燃
え
上
が
る
ほ
ど
に
そ
の

年
は
良
い
年
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
「ど
ん
ど
や
」
が
今
年
も
各
地
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

一
月
八
日
、
高
森
冬
野
の
車
地
区
の
水
田
で
も
行
わ
れ
、
十
メ
ー
ト
ル

以
上
の
竹
に
人
が
入
る
と
「バ
ン
・バ
ン
・パ
ー
ン
」
と
竹
が
は
じ
ぐ
音
が

鴫
り
響
き
、
大
き
な
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
鶴
の
子
い
も
の

田
楽
や
カ
ツ
ポ
酒
で
ほ
ろ
酔
い
気
分
で
の
、交
流
が
広
が

っ
て
い
ま
し
た
。
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母

子

家

庭

相

談
　
　
年

金

相

談

一
月
二
日
の
午
前
十
時
か
ら
、
高

森
町
成
人
式
が
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
、
町
で
成
人
を
迎
え
る
の
は

百
十
名
、
こ
の
う
ち
九
十
五
名
が
式

に
参
加
し
ま
し
た
。
町
内
で
仕
事
に

励
む
人
や
熊
本
市
や
遠
方
に
就
職
、

就
学
し
て
い
る
人
な
ど
、
正
月
の
帰

省
者
を
含
め
、
た
く
さ
ん
の
成
人
者

が
集
い
ま
し
た
。

今
村
町
長
や
来
賓
各
位
な
ど
か
ら

「成
人
と
な
れ
ば
い
ろ
い
ろ
と
大
人
と

し
て
の
権
利
が
発
生
し
ま
す
が
、
そ

心
配
ご
と
欄
談

何
か
福
祉
に
関
す
る
こ
と
で
心

配
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

次
の
と
お
り
心
配
ご
と
相
談
所
を

開
設
い
た
し
ま
す
。
心
配
ご
と
相

談
員
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

車
部
地
区

■
と
　
き
　
一
一月
九
日

（火
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
草
部
基
幹
集
落
セ
ン

タ

ー

野
尻
地
区

■
と
　
き
　
二
月
十
六
日

（火
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
野
尻
林
業
セ
ン
タ
ー

高
森

・
色
見
地
区

■
と
　
き
　
二
月
九
日

（火
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
高
森
町
中
央
公
民
館

「
則

ゎ〃
」嚇編
集
後
記

県
の
専
門
の
相
談
員
が
生
活
や
悩

み
ご
と
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
二
月
二
十
四
日

（水
）

午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で

■
と
こ
ろ
　
役
場
三
階
の

第

一
委
員
会
室

農
業
者
年
金
説
明
会

農
業
者
年
金
に
関
す
る
農
地
な
ど

の
処
分
、
融
資
事
業
、
離
農
給
付
金
支

給
事
業
な
ど
、
様
々
な
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会
保
険
に

つ
い
て
の
相
談
や
申
請
受
付
を
行
い
ま

す
。
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
一
一月
二
十
六
日

（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

林
業
相
談
室

登
記

・
人
権
相
談

土
地
・建
物
や
商
業
・法
人
の
登
記

で
お
困
り
の
方
は
い
ま
せ
ん
か
。
登

記

。
人
権
の
こ
と
で
お
困
り
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。
相
談
無

料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
と
　
き
　
二
月
十
七
日

（水
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

林
業
相
談
室

■
相
談
員
　
熊
本
地
方
法
務
局
阿
蘇

支
局
員

・
地
元
人
権
擁
護
委
員

診
療
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

２
月

‐４
日

中

村

医

院

Ｔｅ‐
⑦
１
２
３
３
３

立

野

病

院

Ｔｅ‐
③
１
０
１
１
１

寺

崎

医

院

Ｔｅ‐
②
１
０
３
７
８

南
郷
谷
整
形
外
科

Ｔｅ‐
②
１
３
３
５
１

渡

辺

内

科

Ｔｅ‐
⑦
１
１
７
７
７

藤
本

医

院

Ｔｅ‐
⑦
１
０
０
２
０

立

野

病

院

Ｔｅ‐
③
１
０
１
１
１

２
月

２１
日

２
月

２８
日

３
月

７
日

３
月

２１
日

３
月

２２
日

介
護
保
険
制
度
が
来
年
四
月
か
ら

施
行
さ
れ
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
手
探

り
の
状
態
で
す
。
否
応
な
し
に
進
む

高
齢
化
社
会
、
こ
の
社
会
を
支
え
る

の
が
若

い
世
代
で
す
。
若
い
世
代
と

高
齢
者
、
手
と
手
を
取
り
合
い
な
が

ら
、
支
え
合

い
楽
し
い
社
会
を
創
り

あ
げ
た
い
も
の
で
す
。

「広
報
た
か
も
り
」
の
記
事
か
ら
取

材
や
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。　
一
つ
は

草
部
北
部
の
若
妻
会
が
企
画
し
た
熊

本
皿
太
郎
さ
ん
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
熊
本
放
送

局
か
ら
の
取
材
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
横
町
の
音
若

い
人
た
ち
の
ラ
ジ

オ
体
操
健
康
づ
く
り
に
対
し
て
体
力

づ
く
り
優
良
団
体
と
し
て
県
体
力
づ

く
り
推
進
協
議
会
か
ら
表
彰
が
あ
り

ま
し
た
。
広
報
を
見
ら
れ
て
い
た
の

だ
と
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
　

田
浩

さ■
と
　
き
　
一
一月
二
十
二
日

（月
）

午
後

一
時
半
か
ら
午
後
三
時
半
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

量
選
學
‘

・■

穏
や
か
な
正
月
の

成
人
式

●   ●

● 各
地
区
代
表

成
九
警

意
勉
鷺
菱

（抜
枠
）

幼
い
と
き
か
ら
の

「夢
」
で
あ
る
看
護
婦
、
実
現
へ
あ
と
少
し
。
病
院
で

の
臨
床
実
習
で
は
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
七
十
～
八
十
歳
の
お

年
寄
り
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の
人
間
関
係
の
中
で
生
と
死
を
目
の
前
に
し
生

命
の
尊
さ
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
、
患
者
さ
ん
が
必
死
に
生
き
よ
う
と
す
る
姿

に
励
ま
さ
れ
、
支
え
ら
れ
、
泣
き
、
笑
い
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
病
と

は
決
し
て
肉
体
的
な
反
応
だ
け
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
看
護
と
は
日
に
見

え
な
い
精
神
面
も
見
抜
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
心
身
共
に
病
む

人
、
そ
の
人
を
支
え
る
家
族
、
ま
た
は
、
家
族
も
な
く

一
人
で
病
み
苦
し
む

人
、
そ
の
人
達

へ
何
か
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
と

一
生
懸
命
に
な
れ
る
時
、
こ

の
看
護
の
道
を
選
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

時
に
は
、
く
じ
け
そ
う
に
な

っ
た
と
き
、
自
分
を
信
じ
て
行
け
と
背
中
を

押
し
て
く
れ
こ
こ
ま
で
支
え
育
て
、
よ
き
相
談
者
に
な

っ
て
く
れ
た
両
親
に

心
か
ら
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
四
月
か
ら
職
場
と
な
る
大
阪
に
行

っ
て

も
自
然
と
素
晴
ら
し
い
人
々
の
い
る
高
森
町
を
誇
り
に
看
護
婦
と
し
て
社
会

に
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

●

3
月
14
日

*都合により変更になる場合があります。阿蘇広域行政事務組合消防本部

テレホンサービスでお確かめください。 電話 0967-34-0099

甲 斐 静 江
(野尻・出水中央看護学校 2年 )

二 子 石 誠
(草部・高森‖f役場勤務 )

成
人
し
た
と
い
う
実

感
は
今
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
今
後
大
人
と
し
て

の
責
任
と
自
覚
を
持

っ

て
皆
さ
ん
、
共

に
頑
張

り
ま
し
ょ
う
。

1998.12月 受付分

赤 ち ゃ ん
たんじよう
後藤 優介 ちゃん

(前原)りこ
11・ 30生

住吉 里紅 ちゃん

(昭和) 12.4生
泉 さくらちゃん

(旭通) 12.14生

甲斐 圭悟ちゃん

(下町) 12.17生

興呂本由奈ちゃん

(昭和)  12.25生

すえながく
お幸せに

おくやみ
もうしあげます

人口の動 き

(12月 末日現在)

世帯数1 2,602 (+2)
男   3,845 (+7)
女    4,162 (+11)

総  数  8,007 (+18)

■町社会福祉協議会ヘ

<香典返し>桐原ツユ 矢野春藤

渡辺員一  後藤良夫

<一般寄付 >奥阿蘇ウイングス ホーム

ヘルパー研修会講師一同

■広報送料寄付

中尾幸雄 (兵庫県高砂市 )

林 裕文 (東京都府中市 )

林 敬昌 (熊本市国府 )

梅崎貴美子 (大阪府柏原市 )

城石一成 (福 岡市東区)

冨永 力 (横浜市緑区)

原 昭雄 (横浜市青葉区)

矢野 ミツ子 (菊池郡大津町 )

二子石哲夫 (福 岡市西区)

村上俊次 (福 岡市博多区)

12.29

敬称略

/
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1

ヽ

鍮
後藤ヱイ

田雄二郎

恭輔田

男

女

女

男

女

子

ユ

裕

リ

族

一
子

田
岩

本

本

自 石 徳 男
(永 尾 )圭 子

河 原 ・ 市 野 尾

福 岡 県 大 川 市

喜
香

宏
苗

章
美

彦
み

朗
子

ゆ

　

理

昌
美

泰
早

智
尚

輝
ま

和
真

父
母

父
母

父
母

父
母

父
母

者  年齢
:春  76

唯夫 69
末雄 48

理  67
守  189

季武 77

善 意 の 灯

あ りが とう ござ い ま した
(イ :,文不力ヽ1llで 1)

上

下

所

和

川

原

和

山

根

住

昭

洗

灰

昭

村

赤

員

三ヽ爆
辺

御

渡

亡死
測
鶴
趾
が
相
相

綱
母
夫
夫
夫
父
父

休
日

在
宅
医

今度の温泉館休館日 2月 17日 (水)3月 17日 (水)3暑雷貿月電易軍寵電晋勇
°
f呉。

日が祝祭日の場合は開館
(19)
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成
人
者
代
表
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お

知

ら

せ
募
集

熊
本
県
で
は
、
女
性
の
視
点
か
ら

県
政
に
つ
い
て
広
報
し
て
い
た
だ
く

「く
ま
も
と
女
性
特
派
員
」
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
女
性
特
派
員
に
は
、
県
の

広
報
誌
や
広
報
番
組
で
県
の
事
業
や

施
設
な
ど
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
特
派
員
の
活
動
期
間
は

一
年
で

す
。
謝
礼
と
し
て
年
間
五
万
円
程
度
、

ま
た
取
材
な
ど
に
必
要
な
旅
費
は
県

の
旅
費
規
程
に
準
じ
て
支
給
し
ま
す
。

■
募
集
人
員
　
四
名

■
応
募
資
格

県
内
に
居
住
さ
れ
る
二
十
歳
以
上

の
女
性

（平
成
十

一
年
四
月

一
日

現
在
）

■
募
集
期
間

二
月

一
日
（月
）
～
二
月
十
九
日
（金
）

当
日
消
印
有
効

■
提
出
書
類
　
「私
が
特
派
員
に
な

っ

た
ら
」
を
テ
ー
マ
に
四
百
字
詰
め

原
稿
用
紙
二
枚
以
内
に
ま
と
め
た

も
の
と
履
歴
書

一
通

■
応
募
先

・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
６
２

・
８
５
７
０

（住
所
不
要
）

熊
本
県
広
報
課

「く
ま
も
と
女
性
特

派
員
募
集
係
」
ま
で

■
０
９
６

・
３
８
３

・
１
１
１
１

（内
線
３
１
３
７
）

熊
本
県
民
総
合
運
動
公
園

陸
上
競
技
場

「愛
称
」
募
集

■
応
募
条
件

県
民
を
は
じ
め
誰
か
ら
も
親
し
ま

れ
呼
び
や
す
い
未
使
用
の
も
の

■
募
集
期
間

一
月
二
十
日
～
二
月
二
十
二
日

■
応
募
方
法

（資
格
制
限
な
し
）

は
が
き

一
枚
に
つ
き

一
点

■
入
賞
賞
金

最
優
秀
賞

一
点
　
賞
金
十
万
円

優
秀
賞
　
十
点
　
賞
金
二
万
円

（小

。
中
学
生
は
図
書
券
）

■
そ
の
他

入
賞
作
品
の
著
作
権
、
商
標
権
そ

の
他

一
切
の
権
限
は
県
に
帰
属
し
、

応
募
作
品
は
返
却
し
な
い
。

■
応
募
先
並
び
に
問
合
せ
先

〒
八
六
二
―
八
五
七
〇

熊
本
市
水
前
寺
六
―
十
八
―

一

熊
本
県
　
土
本
部
　
都
市
計
画
課

ＴＥＬ

０

９

６

・
３

８

３

・
１

１

１

１

（内
線
６
１
８
０
）

勤
労
者
向
け
融
資
制
度

県
で
は
、
中
小
企
業
に
お
勤
め
の

方
を
対
象
に

「勤
労
者
生
活
資
金
融

資
制
度
」
を
、
育
児
や
介
護
の
た
め
に

仕
事
を
休
業
中
の
方
を
対
象
に

「介

護
体
業

・
育
児
休
業
者
生
活
資
金
貸

付
制
度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。
い
ず
れ

も
無
担
保
、
低
利
、
長
期
に
わ
た
っ
て

融
資
す
る
制
度
で
、
取
扱
窓
日
は
熊

本
県
労
働
金
庫
で
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
内
容
の
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
労
政
課
　
ＴＥＬ
０
９
６

・
３
８

３

・
１
１
１
１

（内
線
５
２
２
５
）

熊
本
県
労
働
金
庫
　
ＴＥＬ
０
９
６

・
３

６
６

・
７
１
１
１
ま
で

熊
本
県
優
良
木
造
住
宅
利
子

補
給
制
度
　
　
第
四
回
募
集

良
質
な
本
材
住
宅
の
振
興
を
図
る

た
め
、
住
宅
金
融
公
庫
の
融
資
を
受

け
て
自
ら
が
居
住
す
る
た
め
に
地
域

材
を
使
用
し
た
木
材
住
宅
を
建
設
ま

た
は
購
入
し
よ
う
と
す
る
方
に
対
し

て
、
県
が
補
助
金
を
交
付
し
て
、
住
ま

い
づ
く
り
を
応
援
す
る
制
度
で
す
。

■
募
集
期
間

平
成
十

一
年
二
月
二
十
二
日

（月
）

～
平
成
十

一
年
二
月
五
日

（金
）

■
募
集
戸
数
　
七
十
五
戸

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

■
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
土
本
部
住
宅
課
計
画
係

■
０
９
６
・
３
８
３
・
１
１
１
１

（内
線
６
２
４
６
）

産
業
開

明
日
へ
の
第

一
歩

平
成
十

一
年
度
隊
員

（二
次
募
集
）

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

■
応
募
資
格

県
内
に
居
住
、
ま
た
は
居
住
し
よ

の
分
、
人
と
し
て
当
然
果
た
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
義
務
や
責
任
も
生
じ

ま
す
。
成
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、

若
い
力
を
社
会

に
貢
献
し
て
下
さ

い
。
」
と
激
励
。
成
人
者

一
人
ひ
と
り

が
、
あ
ら
た
め
て
大
人
と
な
る
決
意

を
胸
に
し
て
い
た
よ
う
で
し
た
。
今

年
は
珍
し
い
双
子
の
二
組
も
出
席
し

ま
し
た
。

式
後
、
各
地
区
代
表
に
よ
る
意
見

発
表
や
記
念
撮
影
な
ど
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
、
久
々
に
あ

つ
た
旧
友
た
ち

と
成
人
を
祝

っ
て
の
飲
み
会
が
開
か

れ
た
よ
う
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
町
の
後
継
者
と
し

て
、
若
い
力
で
明
る
く
楽
し
い
ま
ち

づ
く
り
に
貢
献
い
た
だ
き
た
い
も
の

で
す
。

う
と
す
る
十
八
歳
以
上
二
十
五
歳

未
満
の
心
身
と
も
に
健
全
な
独
身

の
者
。
（男
女
）

■
募
集
定
員
　
十
五
名
程
度

■
募
集
期
間

一
月
二
十
五
日
～
二
月
十
二
日

■
試

験

日
　
二
月
十
八
日

（本
）

■
試
験
会
場
　
能
〔本
県
建
設
技
術
セ

ン
タ
ー

（城
南
町
舞
原
東

一
九
四
）

■
試
験
科
目
　
学
科
試
験

（数
学

・
国

語

・
作
文
）
と
面
接
試
験

■
申
込
み

・
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
産
業
開
発
青
年
隊
訓
練
所

下
益
城
郡
城
南
町
沈
目

一
六
六
七

ＴＥＬ
０
９
６
４

・
２
８

・
６
６
１
１

第
四
回

庫
受
付
開
始
！

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
マ
イ
ホ
ー

ム
新
築
資
金

・
建
売
住
宅
購
入
資
金

第
四
回
受
付
を
平
成
十

一
年

一
月
十

八
日

（月
）
か
ら
二
月
十
二
日

（金
）

ま
で
、
ま
た
、
リ
フ
ォ
ー
ム
ロ
ー
ン
の

受
付
を
三
月
二
十
六
日

（金
）
ま
で
行

い
ま
す
。

マ
イ
ホ
ー
ム
の
新
築
や
建
売
住
宅

の
購
入
、
ま
た
、
住
宅
の
増
改
築
を
予

定
さ
れ
て
い
る
方
に
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

な
お
、
融
資
に
関
す
る
詳
し
い
お

問
い
合
わ
せ
は

「住
宅
金
融
公
庫
業

務
取
扱
店
」
と
表
示
し
た
お
近
く
の

金
融
機
関
の
窓
口
で
お
受
け
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
お
手

持
ち
の
電
話
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
か
ら
情

報
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る

「す

ま
い

。
る
ア
ン
サ
ー
」
（ダ
イ
ア
ル
番

号
／
０
９
６

・
３
８
２

・
６
６
６
６
）

の
サ
ー
ビ
ス
も
行

っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
６
２
１
０
９
５
０

熊
本
市
水
前
寺
二
丁
目
十
六
―

一
一

住
宅
金
融
公
庫
南
九
州
支
店

■
０
９
６

・
３
８
７

・
３
７
０
２

建
設
省
熊
本
工
事
事
務
所
で
は
川

づ
く
り
に
つ
い
て
の
住
民
の
ア
イ
デ

ア
や
提
案
を
電
話
や
フ
ア
ク
ス
で
募

集
す
る
窓
日

「オ
ア
シ
ス
」
を
開
設
し

ま
し
た
。
提
案
さ
れ
た
も
の
を
自
川

や
緑
川
流
域
の
河
川
整
備
計
画
に
反

映
さ
せ
ま
す
。
あ
な
た
の
意
見
を
こ

れ
か
ら
の
川
づ
く
り
に
活
か
し
ま
せ

ん
か
？

■
受
付
　
月
～
金
曜
日
が
午
前
九
時

～
午
後
六
時
、
土
曜
日
が
午
前
九
時

～
午
後
三
時

■
フ
リ
ー
ダ
イ
ア
ル
　
ＴＥＬ
０
１
２
０

（５
５
６
）３
８
２
　
■
フ
リ
ー
ダ
イ
ア

ル
　
駆
０
１
２
０
（５
５
６
）
３
０
２

（住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
を
明
記

の
こ
と
）

■
問
い
合
わ
せ
は
　
建
設
省
熊
本
工
事

事
務
所
　
ＴＥＬ
０
９
６

・
３
８
２

・
１
１

１
１

（内
線
３
５
１
）

役
場
　
建
設
課

土
木
係

ＴＥＬ
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
６
３
）

●  ●

●  ●

川
づ

桐 原 康 成

成
人
式
を
迎
え
る
に
あ
た

っ
て
、
正
直
に
言

っ
て
自
分
自
身
が
ま
だ
大
入

に
な

っ
た
と
い
う
実
感
が
ま
だ
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
お
そ
ら
く
、
皆
さ
ん

も
僕
と
同
じ
様
な
気
持
ち
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
人
は
成
人
式
を
迎
え
た
か

ら
と
い
っ
て
い
き
な
り
大
人
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ひ
と
り

一
人

が
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
し
て
、
少
し
ず

つ
大
人

へ
の
階
段
を
登

っ
て
い
く
の

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
成
人
式
と
は
そ
の
長
い
道
の
り
の
区
切
り
の
よ
う
な

も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
今
日
を

一
つ
の
出
発
点
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
自
分
を
信
じ
、

頑
張

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

社
会
の

一
員
と
し
て
認
め
ら
れ
た
喜
び
を
感
じ
る
と
同
時
に
、
こ
れ
か
ら

は
今
ま
で
の
よ
う
に
甘
い
こ
と
で
は
通
用
し
な
く
、
た
く
さ
ん
の
困
難
に
出

会
う
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
不
安
も
感
じ
て
い
ま
す
。
未
成
年
だ
か
ら
と
い

う
こ
と
で
上
司
か
ら
も
取
引
先
の
相
手
か
ら
も
甘
く
見
ら
れ
て
い
る
面
が
た

く
さ
ん
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
今
ま
で
以
上
に
相
手

に
ま
た
、
お
客
様
の
立
場
に
た

っ
て
考
え
、
責
任
感
を
自
覚
し
、
協
調
性
を

も

っ
て
だ
れ
か
ら
も
信
頼
さ
れ
る
社
会
人
に
な
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

も
う
そ
こ
に
私
達
の
担
う
二
十

一
世
紀
が
や
っ
て
来
て
い
ま
す
。
明
る
く

住
み
や
す
い
未
来
に
す
る
た
め
精

一
杯
努
力
し
、
一
歩

一
歩
立
派
な
人
人
に
　

（椰

近
づ
け
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

岩 下 梨 恵

役場の支払日  2ノ 15(月)2/25(ホ)3/5(霊)  時間 10時N引 5時ま  (18)

(高森・熊本大学 2年 )(色見・熊本県果実連勤務 )
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復
興
へ

一
歩
ず

つ
着
実
に

「
一
月
十
七
日
」

あ
の
日
を
忘
れ
な
い

神
戸
は
復
興

へ
の
道
を
着
実
に

進
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
ご
支
援
を

前
略
　
大
震
災
か
ら
五
年
目
を

迎
え
ま
し
た
が
、

こ
れ
ま
で
の

間
、
皆
様
方
か
ら
多
方
面
に
わ
た

り
多
大
な
ご
支
援
を
頂
戴
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

改
め
て
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

本
市
で
は
、
市
民
の
く
ら
し
の

復
興
を
最
優
先
に
、
着
実
に
復
興

施
策
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
震
災
の
被
害
に
不
況

と
い
う
二
重
の
課
題
が
加
わ
る
な

ど
、
神
戸
の
経
済
情
勢
は
非
常
に

厳
し
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。

来
る
べ
き
二
十

一
世
紀

に
向

け
、
市
民
の

一
日
も
早
い
生
活
の

安
定
と
神
戸
の
ま
ち
の
復
興
に
引

き

続

き

全

力

で
取

り

組

み

、

「ア
ー
バ
ン
リ
ゾ
ー
ト
都
市
神
戸
」

の
実
現
を
め
ざ
し
て
ま
い
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

略
儀
な
が
ら
書
中
を
も
ち
ま
し

て
、
こ
れ
ま
で
の
ご
厚
情
に
対
す

る
重
ね
て
の
お
礼
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

草
々

平
成
十

一
年

一
月

神
戸
市
長

笹

山

幸

俊

阿
蘇
郡
医
師
会
立
准
看
護
高
等
専
修
学
校
で
は
次
の
と
お
り
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。
（
二
次
）

■
募
集
人
員
　
女
子
の
み
若
千
名

■
応
募
資
格
　
①
中
学
校
卒
業
以
上
の
者
　
②
心
身
共
に
健
康
で
将
来
准
看
護
婦
と
な
る
の
に

通
す
る
者
　
③
修
業
中
勉
学
に
専
念
で
き
る
者

■
試

験

日
　
三
月
九
日

（火
）
　

　

■
試
験
科
目
　
国
語

・
数
学

・
英
語

■
願
書
受
付
期
間
　
一
月
十
八
日

（月
）
～
三
月
八
日

（月
）

■
試
験
場
　
本
校

■
受
験
案
内

受
験
申
込
書
な
ど
問
い
合
わ
せ
は
阿
蘇
郡
医
師
会
立
准
看
護
高
等
専
修
学
校

〒
８
６
９

・
２
２
２
５
　
　
阿
蘇
町
大
字
黒
川

一
一
七
八
　
皿
０
９
６
７

・
３
４

・
０
７
１
６

受
け
る
。

③
月
平
均
二
回
、
日
曜
日
に
登
校
し
、

授
業
を
受
け
る
。

④
学
期
毎
の
定
期
試
験
を
受
け
合
格
。

（
一
九
九
九
年
度
よ
り
工
学
期
制
）

◇
願
書
受
付
期
間

二
月
八
日
～
二
月
二
十
九
日

熊
本
市
渡
鹿
九
丁
目

一
の

一

ＴＥＬ

０

９

６

・
３

８

３

，
７

３

３

０

一
万
八
千
円

２

・
５

３

７

２

一月
十
九
日

も
可
能
）

は

あ

り

ま

熊
本
校

一
年
次
七
科
日
で
三
回

通
信
制
高
校
　
生
徒
募
集

②

も
昌 の

を
利
用
し
て
の
家
庭
学
習
。

教
科
書

・
学
習
書

・
Ｎ
Ｈ

昼
間
）

②
レ
ポ
ー
ト

（課

年 ①

ス間

約

Ｌ
１
１
、

回

い
人
の
た

程

（普

③
教
科
と
定
期
考
査

一
科
目
に
つ

東
海
大
学
付
属

望
星
高
等
学
校

大
学
や

あ
な
た
も
通
信
制
高
校
で

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

高
森
町

消
防
団

ま
ち
を
守
り
ま
す

人
を
守
り
ま
す

出

初

め

式

ｔ
　
ヽ
　

　

　

　

　

・
　
・
・一

町内の 14の分団316名の団員が誇らしく堂々と分列行進。今年も阿蘇広域消防本部

ラッパ隊の吹奏協力を得ました。

●  ●

●  ●

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
験
に

加
入
し
ま
し
よ
う

一
九
九
九
年
度‐
の
ス
ポ
ー
ツ
安
全

保
険
が
二
月
よ
り
加
入
受
付
開
始
―

万

一
の
け
が
に
備
え
て
加
入
し
ま

し
よ
つヽ
。

五
人
以
上
の
団
体
で
あ
れ
ば
加
入

で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
熊
本
県
支
部

ＴＥＬ

０

９

６

・
３

８

８

・
１

５

８

１

◆加入区分・掛金・補償額

職員より役場の仕事の説明を熱心に聞く高校生

(17)

今
年
も

一
月
七
日
の
水
曜
日
、
前

日
ま
で
の
暖
冬
と
は

一
転
し
て
、
寒

さ
厳
し
い
中
で
、
恒
例
の
高
森
町
消

防
団
出
初
式
と
通
常
点
検
競
技
が
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
八
時
半
、
高
森
駅
を
出
発
し

た
全
団
員
三
百
十
六
名
は
阿
蘇
広
域

消
防
本
部
の
ラ
ッ
パ
隊
を
先
頭
に
誇

ら
し
く
堂
々
と
行
進
。
沿
道
の
皆
さ

ん
の
注
目
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

今
年
も
永
年
に
わ
た
る
勤
続
消
防

団
員
表
彰
や
防
火
施
設
等
の
用
地
提

供
者
に
感
謝
状
の
贈
呈
、
ま
た
、
別
所

の
堤
で
の
一
斉
放
水
が
あ
り
、
通
常
点

検

（競
技
）
で
は
高
森
中
学
校
少
年
消

防
隊
と
高
森
幼
稚
園
の
幼
年
消
防
ク
ラ

ブ
も
参
加
。
一
生
懸
命
に
練
習
し
た
成

果
を
披
露
し
て
、
消
防
団
員
に
負
け

な
い
演
技
に
大
き
な
拍
手
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

昨
年
の
本
町
で
は
十

一
月
に
起
き

た
住
宅
地
で
の
火
災
で

一
名
の
尊
い

生
命
を
亡
く
し
た
住
宅
火
災
を
は
じ

め
と
す
る
住
宅
火
災
三
件
と
林
野
火

災
二
件
が
発
生
し
ま
し
た
。

出
初
め
式
で
も
、
今
村
町
長
や
飯

干
消
防
団
長
か
ら

「火
事
は

一
瞬
に

し
て
尊
い
生
命
、
財
産
を
奪

っ
て
し

ま
う
恐
い
も
の
。
防
火
、
防
災
の
意
識

を
団
員
は
も
ち
ろ
ん
、
住
民
の
皆
様

に
強
く
持

っ
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と

の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

通
常
点
検
審
査
結
果

一
位

六
分
団

（天
神

・
上
町

・
横
町
）

二
位

三
分
団

（大
字
中

・

大
字
矢
津
田
）

三
位

十
三
分
団
　
（大
字
河
原
）

■
〈
劇
仙
雑
ｍ
田
木

（五
百
万
円
以
上
）

三
月
九
日

草
部
出
張
所

Ｊ
Ａ
草
北

野
尻
出
張
所

Ｊ
Ａ
河
原

二
月
十
日

旧
Ｊ
Ａ
色
見

色
見
郵
便
局
前

横
町
Ａ
団
地

下
町
公
民
館

（大
）

１０
時
～
１０
時
半

Ｈ
時
～
Ｈ
時
半

１３
時
～
１３
時
半

１４
時
～
１４
時
半

（水
）

１０
時
～
１０
時
半

１０
時
半
～
Ｈ
時

１３
時
～
１３
時
半

１３
時
半
～
１４
時

卒
業
を
前
に
行
政
を
知
り
た
い

社
会
生
活
で
の
知
識
や

マ
ナ
ー
を
学
び
た
い

高
森
高
校
生
が
役
場
訪
問

一
月
十
三
日
、
今
年
の
春
就
職
を

ひ
か
え
た
高
森
高
校
の
皆
さ
ん
八
十

名
が
役
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
行
政
の
シ
ス
テ
ム
や
社
会

生
活
で
必
要
な
こ
と
を
学
ぼ
う
と
い

う
も
の
で
、
役
場
内
の
仕
事
風
景
な

ど
施
設
見
学
の
後
、
税
務
署
か
ら
の

税
の
説
明
や
今
村
町
長
な
ど
か
ら
町

の
施
策
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
役
場
の
若
い
職
員
の
先
輩

社
会
人
と
し
て
の
体
験
談
を
熱
心
に

聞
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。

同
校
の
皆
さ
ん
は
こ
の
他
、
社
会

福
祉
施
設
で
の
社
会
生
活
体
験
や
奉

仕
活
動
等
で
も
活
躍
さ
れ
て
お
り
、

色
々
な
学
習
を
通
し
て
、
人
づ
く
り
、

ま
ち
づ
く
り
に
若
い
力
を
大

い
に
発

揮
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

別所の堤での一斉放水見事に決まつています。幼年消防クラブ

(4)

加入区分 掛  金
1人年額

傷害保険(保険金額)

賠償責任
保  険

共 済
見舞金死  亡 後遺障害 入 院 通 院

成人の文化活動
ボランティア活動

中学生以下のグループ

450円 2,000万 円

最高

3,000万 円

補償限度額

身体賠償
1人

1億円
1事故
5億円

免11,(XЮ円
(自己負担)

財物賠償
500万円

免■1,∝Ю円
(自己負抱)

突然死

に よ る

4,000円 1.500円 140万円

1 ,800円 ,000円 日射病
お よ

射

死亡

1.500円

1,800円 1,000円

高齢者のクリレープ

(団体員がおおむね60歳以上

の人により構成されているス

ポーツ団体)

800円 500万円 750万円

C

成人のスポーツ

(高校生以上の生徒 学生あ

るいは社会人により構成さ

れた団体)

Dのスボーツを除く

1,400円 2,000万 円 3,000万 円

山岳量はん等危険度の高いス
ポーツ 9,000円 500万円 750万円

工  事  名 工 期 請負金額 (円 ) 請 負 者

河原生涯学習センター体育館

改修・増築工事

H10/10/1～

Hl1/3/10 48,772,500 (い野中工務店

高森小学校屋根防水改修工事 H10/12/17～

Hll′ /10 9,660,000 池福工材(榊

温泉館屋外販売施設建築工事 H10/12/24～

Hl1/3/10 7,245,000 (旬津留住建

下町線道路排水処理工事 1/26^3/25 5,323,500 0興椙建設

生 徒 募 集

熊
本
県
立
湧
心
館
高
等
学
校

‡・ ,
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一

町
の
移
動
図
鶴



シー乗務員 65歳

55歳

20～ 35備哉1  120,000～ 1

_①食肉、鮮魚加工員・・2名・20～45歳1 168,960門

■②調理見習・・・・・・・・1名・18～ 23歳 150.000～ 160,000円

|■③製材工・・・・・・・・・・1名・30～ 55歳  150,000～ 200,000円

④ I本技術者、作業員、運転手・5名・18～ 60歳1 200,000～ 300,000円

⑤大型運転手・・・・・・1名・30～ 55歳 150,000～ 200,000円

⑥電機部品製造工・・・3名・18～40歳1 160,000～ 176,000円

ふるさと情報発信事業

～「住民手作 リビデオ制作」だより～

高森町の皆さんこんにちは。今回のビデオの中

で町外レポーターとして登場する藤本愛英です。

私は熊本で生まれましたが、幼稚園から中学一年

生までは香川県に住んでいました。そのため、あま

り熊本について知らないところもたくさんあ り、

今回レポーターとして高森町を訪れ新しい発見も

あったりで、平野さんと楽しく取材ができました。

以前、大学の合宿で高森に来たことはありました

がゆつくり町中を見る時間はありませんで した。

今回は乗馬をしたり、温泉に入ったり、食処を訪れ

たり美しい景色を見たり。・とても楽しむことがで

きて、よかったです。私たちが高森で体験したこと

は町のごく一部に過ぎないかも知れないけれど、

その中からそれとなく高森町の雰囲気や人々の人

柄を、訪れる場所、場所で感じて個人的に友だちと

みんなで遊びに来たいと思います。あとは残すと

ころ、二月の取材のみとなりましたが、高森町の良

さをビデオを見る人に伝えることができるよう頑

張ります !

～町外レポーター 藤本～

‐【
一
｝平成10皇

轟4園

議
決
さ
れ
た
お
も
な
も
の

□

一
般
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

国
の
法
改
正
に
よ
る
条
例
の

一

部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

□
税
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
条
例

の

一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

□

一
般
会
計
補
正
予
算

公
債
費
と
し
て
、
県
等
の
貸
付

金
の
償
還
に
七
千
四
百
七
十
三
万

八
千
円
、
災
害
復
旧
費
と
し
て
農

地

・
施
設
の
復
旧
に
二
千
四
百
万

円
、
林
道
大
谷
線
の
災
害
復
旧
工

事
に
千
二
百
七
十
四
万
四
千
円
、

庁
舎
、
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
の
浄

営

ｖ

〈２
――
＝
リ

´
Ｊ
ノ

12月 14日

～18日

11
“

″

｀`、rノ

・・・・・・・・3名・18～ 57歳

・・・・・・・・1名・30～ 70歳

・・・・・・・・5名 121～ 55歳

・・・・・・・・1名・18～ 30歳

・・・・・・・・ 1名・20～ 58歳

名・55歳以下

内容は

お問い合

阿蘇

お問い合わせ時に、求人が取

120,000～ 150,00011]

★女子

①縫製工・・

②炊事人・・

③正看護婦

●

●

●

化
槽
修
繕
に
五
百
六
十
五
万
四
千

円
、
中
山
間
地
域
園
芸
特
産
活
性

化
対
策
ハ
ウ
ス
補
助
に
四
百
五
万

六
千
円
な
ど
、
他
の
経
常
経
費
と

の
増
減
に
よ
り
、
総
額

一
億
千
九

百
六
十

一
万
六
千
円
を
追
加
し

て
、
予
算
総
額
が
五
十

一
億
千
九

十
四
万
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

□
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算老

人
保
健
拠
出
金
と
し
て
五
千

七
百
七
十

一
万
千
円
、
予
備
費

の

減
額

に
三
千
五
百
三
十
九
万
三
千

円
な
ど
、
経
常
的
経
費

の
増
減
に

よ
り
総
額
二
千
三
百
八
万
四
千
円

を
追
加
し
て
、
総
予
算
が
八
億
七

千
三
百
十
七
万
七
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

□
簡
易
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

蔵
地
地
区
簡
易
水
道
実
施
設
計

に
六
百
三
十
万
円
、
新
設
工
事
費

と
し
て
八
百
万
円
な
ど
経
常
的
経

費
の
増
減
に
よ
り
総
額
千
五
百
六

十
三
万
円
を
追
加
し
、
総
予
算
が

二
億
二
千
八
百
九
万
二
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

□
平
成
九
年
度
各
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定

一
般
会
計
　
歳
入
合
計
　
五
十

五
億
四
千
七
十
三
万
九
千
八
百
三

十
五
円
　
歳
出
合
計
　
五
十
四
億

九
百
十
八
万
千
百
八
十
円
等
の
各

会
計
歳
入
歳
出
決
算
が
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

（六

・
七

ペ
ー
ジ

に
詳
細
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。
）

□
阿
蘇
広
域
行
政
事
務
組
合
規
約

の

一
部
変
更
に
つ
い
て

介
護
認
定
審
査
会
の
設
置
及
び

運
営
に
関
す
る
事
務
や
職
員
の
研

修
に
関
す
る
事
務
を
新
た
に
追
加

し
、
伝
染
病
隔
離
病
舎
設
置
並
び

に
管
理
、
運
営
及
び
患
者
の
収
容

退
院
に
関
す
る
事
務
を
削
除
、
ま

た
、
小
国
町
外

一
ヶ
町
財
産
組
合

（小
国
町
、
南
小
国
町
の
共
有
財

産
に
関
す
る
事
務
を
除
く
）
の
事

務
を
承
継
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

□
町
議
会
の
議
員
の
定
数
を
減
少

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

町
議
会
の
議
員
定
数
を
現
在
の

十
六
名
か
ら
十
四
名
に
減
少
す
る

条
例
が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
な
お
こ
の
条
例
は
次
の

一

般
選
挙
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

●

議
員
提
出
議
案（意

見
書
の
提
出
）

□
国
立
病
院

・
療
養
所
の
存
続
と

機
能

の
充
実

。
強
化
を
求
め
る
意

見
書
を
関
係
機
関
に
提
出
し
ま
し

た
。

議
決
さ
れ
た
お
も
な
も
の

□
高
森
町

一
般
会
計
補
正
予
算

こ
の
度
の
地
域
振
興
券
交
付
事

業
に
六
千
三
百
九
十
万
円
、
合
併

処
理
浄
化
槽
設
置
事
業
に
百
六
十

五
万
六
千
円
の
増
額
、
「阿
蘇
の

草
原
募
金
」
か
ら
の
補
助
に
よ
る

ジ

ェ
ツ
ト
シ
ュ
タ
ー
の
購
入
費
五

十
万
千
円
や
下
切
川
災
害
復
旧
工

事
等
災
害
復
旧
費
に
三
百
五
十
六

万
円
等
、
総
額
七
千
九
万
七
千
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
が
五
十

一

億
八
千
百
三
万
八
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

■
転
居
の
と
き
は

連
絡
く
だ
さ
い

不
明
で
返
送
さ
れ
る
こ
と

が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
住

所
、
氏
名
の
変
更
な
ど
、
早

め
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
で
小
ス
マバ
ニ
」
へ
∩
覇
勲
・い
逸
思

い

お
寄
せ
く
だ
さ
い

ふ
る
さ
と
へ
の
想
い
や
近

況
報
告
、
た
か
も
り
の
発
展

に
役
立
つ
お
住
ま
い
の
街
の

紹
介
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
本
誌
で
紹
介
し
ま
す
。

■
広
報
郵
送
料
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す

本
誌
は
毎
月
二
千
三
百
部

を
印
刷
し
、
町
内
配
布
と
共
に

北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
の
た

か
も
り
出
身
の
皆
様
に
も
お

送
り
し
て
「ふ
る
さ
と
の
便

り
」
と
し
て
ご
愛
読

い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

皆
様
方
の
ご
協
力
に
よ
り
、

昨
年
度
は
十
四
万

一
千
五
百

円
、本
年
度
も
既
に
二
十
万
円

を
超
え
る
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
（寄
付
い
た
だ
い
た
方

は
お
名
前
を
紹
介
）

本
誌
は
郵
送

の
場
合
、

一
ヶ
月
に
百
四
十
円
か
か
り

ま
す
。
（広
報
誌
代
は
別
）

引
き
続
き
、現
金
（小
為
替
な

ど
）
や
、
九
十
円
以
下
の
少
額

切
手
で

一
年
分
程
度
の
ご
寄

付
を
毎
年
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

広
報
た
か
も
り
が
宛
先

担

195,000^ウ 225,000円

115,500111

106,700111

149,500～ 175,500円

このほかにも求人はあります。

TEL ‐10967-22-0040 紹介係′ヽ

り消される場合もありますのでご了

国
民
年
金
だ
よ
り

◆
Ｑ
　
夫
は
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
。
会
社
員
の
妻
は
保
険

料
を
納
め
な
く
て
も
年
金
が
も
ら
え
る
と
聞
い
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
ま

ま
何
も
し
な
く
て
い
い
の
で
し
よ
う
か
？

◆
Ａ
　
あ
な
た
の
場
合
、
こ
の
ま
ま
で
は
将
来
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
第
三
号
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と
を
市
町
村
役

場
に
届
け
出
て
い
な
い
か
ら
で
す
。
保
険
料
を
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
届
け
出
を
し
な
け
れ
ば
加
入
し
た
こ
と
に
な
り
ま
せ
ん
。
一
日
も

早
く
加
人
の
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
情
報
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

～
誤
解
し
て
い
ま
せ
ん
か
～

第
二
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
配
偶
者
の
給
料
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い

る
と
誤
解
さ
れ
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
こ
の
保
険
料
は
配
偶
者
の
加
入
す

る
厚
生
年
金
、
共
済
組
合
が
制
度
全
体
と
し
て
負
担
す
る
仕
組
み
に
な

っ

て
い
ま
す
の
で
、
給
料
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る
の
は
配
偶
者
分
の
保
険

料
だ
け
で
す
。

詳
し
く
は
町
民
福
祉
課
　
国
民
年
金
担
当

ＴＥＬ
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
３
２
）
ま
で
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平成9年度決算報告

55億9嚢Ю万4千円
歳 54億製田B万2干円

い
ら

っ
し

ゃ
い
　
い

大
売
り
出
し
ご

っ

十
二
月
二
十

一
日
、
高
森
保
育
園

（山
村
文
子
園
長
）
が
お
店
や
さ
ん
に

早
変
わ
り
。
年
長
組
の
園
児
が
お
店

や
さ
ん
に
な
り
、
前
日
ま
で
空
き
箱

や
包
装
紙
な
ど
を
使
い

一
生
懸
命
に

作

っ
た
お
弁
当
や
お
も
ち
ゃ
、
マ
フ

ラ
ー
に
指
輪
な
ど
子
ど
も
た
ち
が
想

像
力
豊
か
に
創
り
あ
げ
た
商
品
が
園

内
の
店
舗
に
並
び
ま
し
た
。

園
長
先
生
が
第

一
号
の
お
客
さ
ん

に
な
る
と
お
店
か
ら
は

「
い
ら

っ

し
ゃ
い
。
い
ら

っ
し
ゃ
い
。
安
い
よ
。

安
い
よ
。
」
の
元
気
な
か
け
声
で
大
売

り
出
し
が
始
ま
り
ま
し
た
。

「
こ
の
く
じ

一
回
百
円
、
お
も
ち
や

が
い
っ
ぱ
い
あ
た
る
よ
。
」
な
ど
、
初

市
や
風
鎮
祭
の
出
店
等
で
経
験
し
て

い
る
の
で
実
に
上
手
な
子
ど
も
も
い

ま
し
た
。　
一
時
間
ほ
ど
で
ほ
ぼ
売
り

切
れ
、
大
売
り
出
し
ご
っ
こ
は
楽
し

く
終
わ
り
ま
し
た
。

も
ｄ
３

挙

て

か
ら
よ
〃

aヽ

く̂j

^

L』」
μ「燃

え
る
若
き
や
も
ん
」
「お
母
さ
ん
と
い
っ
し
よ
」
「動
物
は
友
だ
ち
」
登
場
者
募
集
中
。
　

　

一
般
の
方
の
肥
後
狂
句
、
短
歌
、
俳
句
、
詩
な
ど
の
作
品
も
お
寄
せ
下
さ
い
。

12月の第4回町議会定例会で平成 9年度の一般会計と各特別会計の決算が認定されました。 一般会計と

3つの特別会計 (住宅新築資金等貸付金、鉄道経営対策事業基金、農業用水供給事業)に よる普通会計は、歳

入額 55億 9450万 4千円に対し、歳出額は 54億 5538万 2千円で、前年度と比較 して歳入歳出とも 5.2

%でそれぞれ前年度の伸び率を上回り、これを平成 8年度決算の対前年度伸び率 (歳入 -2.7%、 歳出 -2.7

%)と比べると、歳入 7.9、 歳出 7.9ポイン トそれぞれ上回つています。 これを決算収支面で見てみます

と、「実質収支」は前年度に引き続き黒字であり、 136,996千 円で前年度(116,015千 円の黒字)よ り

20,981千 円増加しています。「単年度収支」は、20,981千円の黒字 (前年度 14,791千 円の赤字)。 「実

質単年度収支」は、基金積立等により34.186千円の黒字 (前年度 71,638千円黒字)となつています。町

では皆さんが納められた税金や、国からの地方交付税などを財源にして、地域の活性化や住民福祉の向上を

めざして色々な事業をすすめてきました。

お
り

っ

こ

で

繰入金
292,092

衛生費
211,135,780円

(3.90%)

●  ●

●  ●

園
l日
ノし

大
張
り
切
り

い

キッズ
申

子育ての悩み、話 し合いしましよう

毎週水曜日 10時半からお昼まで

高森町中央公民館 (昭和 )

時間・場所が変更になることがあります。

おたずねは保健衛生係までどうぞ。

使用料及び手数料
171,892,477円 (3.11%)

繰越金
181023,495円

(2.13%)

その他
302,646,703円

(5.46%)

83,895,471円
82,282,351円
36,626:162円
36,505,000円
22,955,520円
15,908,000円
15,227,199円
5,116.000円
2.219,000円
1,690,000円
222,000円

302,646,703円 (5.46)

消防費
163,160,464円

(3.02%)

その他

255,266,372円
(4.72%)

グラフの「その他」の内訳
99,287,660円 (1.84)
98,972,852円 (1.83)
57,005,860円 (1.05)

255,266,‐372円 (4.72)

肥

後

狂

旬

そ
る
が
本
音
　
国
の
危
機
よ
り
我
が
こ
つ

退
職
し
て
　
嫡
ア
の
指
図
受
く
る
日
々

ね

は
ん

冬
が
好
き
　
自
衣
の
涅
槃
見
す
る
阿
蘇

処
置
な
し
　
す
べ
て
は
灰
と
な

っ
た
今

退
職
し
て
　
生
き
甲
斐
ア
病
妻
の
守
り

冬
が
好
き
　
鴨
撃
ち
が
僕
寝
せ
と
か
ん

退
職
し
て
　
内
助
と
地
球

一
巡
り

退
職
し
て
　
夕
陽
見

っ
と
も
淋
し
か
つ

退
職
し
て
　
や
っ
ぱ
六
時
に
目
の
覚
る

そ
る
が
本
音
　
我
が
身
可
愛
さ
故
の
嘘

退
職
し
て
　
ひ
と
月
お
き
の
給
料
日

退
職
し
て
　
野
草
博
士
に
な

っ
と
ら
す

俳

　

　

旬

注
連
飾
り

一
歩
下
り
て
眺
め
け
り

目
出
度
さ
や
皆
す
こ
や
か
に
初
旬
会

看
と
り
妻
何
時
正
月
が
来
た
の
や
ら

白
い
壁
バ
ッ
ク
に
活
け
し
寒
椿

佳
き
話
あ
ち
こ
ち
に
あ
り
春
を
待
つ

寒
椿
見
惚
れ
る
ば
か
り
山
の
宿

今
朝
も
又
孫
に
合
わ
せ
て
寝
正
月

海
を
越
え
孫
の
来
り
て
初
笑
い

産
土
の
社
学
び
し
初
明
り

歳入円グラフの「その他」の内訳

士
バ

EPO

Q
税
金
入
金
金
金
入
金

地
分
財
自
ゴ
地
諸
利

方  譲  与

担 金 及 び 負 担

産   収

動 車 取 得 税 交 付
ル フ 場 利 用 税 交 付
方 消 費 税 交 付

」又
子  害」 交 付

鋼
費
順
費

引
申
会
復
工
計

歳
議
鶏
商

金
金
金

付
付

交
交

税
拐澤媚付計

方
釣

地
安

別
通

特
交
寄

田
上
黙
公
子

武
田
　
南
郷

林
　
　
不
忘

上
井
加
根
女

堀
田
　
蘇
仙

松
野
　
笑
声

岡
本
　
琴
司

渡
辺
　
雲
海

馬
原
　
馬
笑

林
田
　
一
声

佐
伯
　
文
雄

浦
塚
　
南
天

阿
南
は
じ
め

草
村
　
鶴
代

熊
谷
　
つ
子

甲
斐
　
康
利

甲
斐
し
づ
子

野
尻
　
美
穂

甲
斐
　
静
枝

長
友
た
つ
子
　

＞５

野
尻
　
里
女

　

は

ｔ
ザ
の
さ
に
ひ
ぅ

ゲ

て じ
Ｃ

て よ
′
ど

４９
ぐ

８
り

”
っ
Ｐ
・

０
ハ

´ う

キ
よ

一ま

と
.

ａ

ヽ

次

¨

う
，
そ
′

そ
―
な

つ
つ

―

―

▲
■
■
Ｖ

―

（Ｕ

―

ム●

飩曰巌歴ξ
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般

〈
〓
　
計

寛

く

′ヽ
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方
〃

ヽ
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376,681,862
庫支出

千 円

5,540,739

歳  入

545,947,61
(9.85%)

4円
町 税

2,417,599,000円
(43.63%)

地方交付税

町債

991,600,000円
(17.90%)

産業費
172,611円
(8.93%)

(19.36%)

総務費
1,047,084,105円

土木費

675,901,294円
(12.50%)

千 円

5,409,181

歳  出
教育費

947,604,886円
(17.52%)

公債費

779,619,767円
(14.41%)

(15.64%)

民生費

846,235,901円

(6)

■ L

Ц 文″の庸ク序いまらブイク・スブイク

ヽ
お

.■1意腰艤

¬

や

（野
尻
あ
け
び
句
会
）

師
　
　
走
　
（阿
蘇
御
神
火
会
）

EI

歳 出
■
■
１
日
― 55億40

||

歳入
Ｆ
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Ｊ



」ゴの 家 計 剣 盆
サ
ン
タ
さ
ん
が

や
っ
て
き
た

十
二
月
は
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
楽
し
み
な
季
節
で
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
で
た
く
さ
ん
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
届
く
か
ら
で
す
。
そ
ん
な

二
つ
の
話
題
を
掲
載
し
ま
し
た
。

の
町
立
保
育
園
を
か
け
あ
し
で
園
児

た
ち

に
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
運
ん
で
い
き

ま
し
た
。

十
二
月
二
十
五
日
、
草
部
北
部
保

育
園
に
大
き
な
サ
ン
タ
さ
ん
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。

サ
ン
タ
さ
ん
の
正
体
は
園
長
先
生

（今
村
町
長
）
で
す
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
の

入

っ
た
大
き
な
袋
か
ら
、
園
児
ひ
と

り

一
人
に

「元
気
に
お
り
こ
う
さ
ん

し
て
ま
す
か
。
」
の
声
と
ノ
ー
ト
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
。
園
児
た
ち
は
、
「昨
日
は

ね
、
お
家
に
も
プ

レ
ゼ
ン
ト
が
届
い

た
の
よ
。
」

「昨
日
の
サ
ン
タ
さ
ん
ど

こ
か
ら
入

っ
て
来
た
の
か
な
」
等
、
う

れ
し
そ
う
に
話
し
、
「ま
た
来
年
も
来

て
下
さ
い
。
」
と
元
気
よ
く
お
別
れ
し

ま
し
た
。

園
長
先
生
の
サ
ン
タ
さ
ん
は
五
つ

(単位円)

国民健康保険     歳入  920,143,143
歳出 801,630,797

簡易水道事業     歳入  358,497,096
歳出 348,006,631

住宅新築資金等貸付金 歳入   2,651,972
歳出   2,610,305

老 人 保 健       1歳 入  971,304,855
歳出 970,460,998

誘致工業用地取得及び用地造成事業

歳入  33,412,711
歳出  31,969,308

鉄道経営対策事業基金 歳入  34,724,305
歳出  34:723,166

農業用水供給事業   歳入  28,343,925
歳出  20,666,366

税収入の項目別内訳
たばこ税
37

入湯税
2,678千 円(0.5%)

災害復 旧費

102,143千 円(1.9%)

過去5年間の税収入の推移
536,265

その他(繰出金、維持補修等)

474,559千 円(8.7%)

の

お
遊
戯
の
お
返
し
に

手
作
リ
ド
ー
ナ
ツ

十
二
月
九
日
、
色
見
保
育
園
に
、
梅

香
苑
か
ら
入
苑
者
の
代
表
三
名
と
サ

ン
タ
さ
ん
に
ト
ナ
カ
イ
さ
ん
な
ど
十

名
が
手
作
リ
ド
ー
ナ
ツ
を
プ

レ
ゼ
ン

ト
に
訪
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
色
見
保

育
園
の
園
児
た
ち
が
十
二
月

一
日
に

お
遊
戯
で
苑
を
慰
問
し
た
お
返
し
に

と
さ
れ
た
も
の
で
す
。
園
児
た
ち
は
、

ち
ょ
っ
と
早
め
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
に
大

喜
び
で
、
お
返
し
に
折
り
紙
で
作

っ

た

サ

ン
タ

さ

ん

を

プ

レ
ゼ

ン
ト

し
ま
し
た
。

ぼ
け
た
く
な
い
人
集
ま
れ
！

〃ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ
〃

ｉ

ｎ
上
町

・
天
神

痴
呆
予
防
事
業

「
い
き
い
き
わ
く

わ
く
楽
し
い
健
康
教
室
ｉ

ｎ
河
原
」

に
続
き

「ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ
ｉ

ｎ
上

町

・
天
神
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

一
月
十
八
日
に
二
回
目
の
ふ
れ
あ
い

ク
ラ
ブ
が
上
町
集
会
所
で
開
か
れ
、
万

年
青
会

（上
町

・
天
神
老
人
会
）
を
中

心
に
多
く
の
方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。

と
に
か
く
毎
日
平
凡
な
日
々
、
何

の
刺
激
も
な
い
生
活
に
新
鮮
な
風
を

吹
き
込
ん
で
脳
神
経
に
活
力
を
あ
た

え
て
あ
げ
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
今

回
は
、
音
楽
大
学
の
三
人
の
学
生
さ

ん
に
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
と
し
て
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
歌
あ
そ
び
、
そ
し
て
ハ

ン
ド
ベ
ル
と
歌
で

「夕
や
け
小
や
け
」

を
総
勢
二
十
六
名
で
演
奏
し
ま
し
た
。

は
じ
め
て
の
ハ
ン
ド
ベ
ル
を
手
に
し

た
人
も
多
か
っ
た
の
で
す
が
美
し
い

ベ
ル
の
音
色
が
上
町
集
会
所
い
っ
ぱ

い
に
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
真
剣
な
眼
差
し
と
屈
託

の
な
い
笑
顔
と
笑
い
声
が
交
差
し
て

脳
神
経
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
心
と

体
が
透
き
通
る
よ
う
な
す
て
き
な

一

日
と
な
り
ま
し
た
。
「町
民
の
皆
様
に

聞
い
て
も
ら
え
る
と
い
い
な
。
」
と
願

い
つ
つ
。

上
町
、
天
神
の
区
長
さ
ん
を
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
今
後
も
、
毎
月
第
二
月

曜
日
午
後

一
時
半
か
ら

「ふ
れ
あ
い

ク
ラ
ブ
」
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
事
業

に
興
味
の
あ
る
方
は
、
役
場
の
町
民

福
祉
課
保
健
衛
生
係
ま
で
お
尋
ね
下

さ
い
。

地
域
や
学
校

・
園

・
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
の
楽
し
い
話
題
や
催
し
の
情
報

・
報
告
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
（広
報
た
か
も
り
）

●

(単位千円)

545,948

●  ●

●

軽自動車税
11,927千 円(2.2%)

5億

4億

514,941 566 5301284

本事業ボランティア大募集

老若男女問わず御自分の個性、趣味、特技を活かしてお年寄りた

ちと一緒に楽しみたいと思つている方、連絡待つています。

■問い合わせ先

役場 1町民福祉li果 保健衛生係 TEL2-1111(内 線 128)

5    6    7
-世帯当たりの納税額 (2,578世帯 )

う た聾
~~~~~~~01思

つ ′喜……… ~~~~~`.I」
轟

1億

8  9年 度

_.     、 』■

2月 14日 (日 )

1%)

助 費

386

補助費等
437,195千 円

(8.0%)

54億 5538万 2千円

合  言十

普通建設事業費

1,683,729=千 円

(30.9%)

(10.1

物件費
550,769千円

公債費
782,230千円

(14.3%)

人件費

1,038,191千 円

(19.0%)

139,403ボ

」L 木

哺押
_」よLIL.

69,867rイ

朧
建 物

11,477,834耐

卑_峯
土

市
］

■
ル有価証券出資金

4夏フ

148,672千円2,872,597千円

職

基
イゝ
コE

(D
車 両

25台

△

言十Eコ

545,948
千 円

(40.2%)

町民税  |
219,535=F円

定資産税
274,253千円

(50.2%)

町 民 税
85,157円

●

愧

固定資産税
106,382円

たばこ税
14,567円

0
u
ヽヽ

ね

軽自動車税
4,626円

入 湯 税
1,039円

(14)9時 30分高森駅スター ト ご声援をお願いします。交通安全宣言駅伝大会 午前(7)

‘
一
▼

サ
ン
タ
さ
ん
は
園
長
先
生

プ
レ
ゼ
ン
ト
に
園
児
、
大
喜
び

‐
'益 疇

躙

・
　
　
」

五́

「

甕θ翻〕■

野 渕

一一
●
・一
　
．　
　
・・
一一
〓

．
　

Ｉ
Ｌ

:彗

"

・
・ヽ

普通会計の性質別経費の状況
(‐般会計に3つの特別会計を含む額)

書寺  別  会  三十

町有財産の状況

税 収 入 の 状 況 過去5年間の確 入の1華移



介

護

保

険

刻
々
と
迫
る
高
齢
化
社
会

安
心
の
老
後
を
送
る
た
め
に

平
成
十
二
年
四
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
介
護
保
険
制
度
。
こ
の

制
度
は
、
現
在
わ
が
国
の
お
か
れ

た
急
速
な
高
齢
化
と
と
も
に
介
護

の
問
題
が
老
後
の
最
大
の
不
安
要

因
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
問
題
を

解
決
す
る
た
め
に
は
相
互
扶
助
の

精
神
に
よ
り
介
護
を
社
会
全
体
の

取
り
組
み
と
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
て
誕
生
し
た
の
が
介

護
保
険
制
度
で
す
。
具
体
的
内
容

を
Ｑ
＆
Ａ

（質
問
と
答
）
で
紹
介

し
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
Ｑ
＆
Ａ
パ
ー
ト
２

Ｑ

ｌ介
護
保
険
制
度
の
運
営
は
誰
が

行
う
の
で
す
か
？

ま
た
、
保
険
の
対
象
者
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
？

Ａ

ｌ
◆
制
度
の
運
営
主
体

（保
険
者
）
は

市
町
村
で
す
。
国
・
県
等
は
財
政
面

及
び
事
務
面
か
ら
市
町
村
を
支
援

し
ま
す
。

な
お
、
平
成
十
二
年
四
月
か
ら
介

護
保
険
制
度
が
始
ま
り
ま
す
が
、

要
介
護
認
定
の
申
請
受
付
や
保
険

草
部
南
部
地
区
交
通
安
全
協
会

（江
藤
明
徳
支
部
長
）
主
催
の
交
通
安

全
ポ
ス
タ
ー
展
入
賞
作
品
表
彰
式
が

十
二
月
二
十
四
日
、
草
部
中
学
校
及

び
草
部
南
部
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し

た
。式

で
は
吉
良
阿
蘇
南
部
交
通
安
全

協
会
長
、
島
田
高
森
警
察
署
長
か
ら

金
賞
入
賞
者
に
賞
状
と
記
念
品
が
渡

さ
れ
ま
し
た
。
入
賞
者
を
代
表
し
て

中
学
校
で
は
佐
藤
文
香
さ
ん
、
小
学

校

で
は
田
上
知
沙
さ
ん
が

「ポ

ス

タ
ー
に
描
い
た
気
持
ち
を
家
庭
で
も

話
し
合
い
交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い

遭
わ
な
い
よ
う
に
心
が
け
ま
す
。
」
と

お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
ポ
ス
タ
ー
展
は
今
回
初
め
て

行

っ
た
も
の
で
草
部
中
学
校
三
十
名

草
部
南
部
小
学
校
四
十

一
名
の
全
児

証
の
交
付
は
平
成
十

一
年
十
月
頃

か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。

◆
介
護
保
険
の
対
象
者
は
、
六
十

五
歳
以
上
の
人
と
四
十
歳
か
ら
六

十
五
歳
未
満
の
医
療
保
険
加
入
者

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
な
お
、
寝
た
き
り
、
痴
呆
な
ど
で

常
時
介
護
を
要
す
る
よ
う
に
な

っ

た
り
、
常
時
の
介
護
ま
で
必
要
な

い
が
、
家
事
や
身
じ
た
く
等
日
常

生
活
に
支
援
が
必
要
に
な

っ
た
と

き
に
、
介
護
保
険
か
ら
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｑ

２保
険
料
は
誰
が
支
払
う
の
で
す

か
？

Ａ

２
◆
四
十
歳
以
上
の
方
が
保
険
料
を

払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

童
生
徒
か
ら
の
力
作
の
応
募
が
あ
り
、

高
森
警
察
署
や
物
産
館
等
に

一
月
末

ま
で
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

交
通
安
全
は
、
家
庭
、
地
域
、
学
校
、

職
場
等
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
の
日
頃
の

教
育
か
ら
。

使
通
‐安
‐全
ポ
ス
タ
ー
作‐‐
品
展

入

賞

者

紹

介

□
高
森
警
察
署
長
賞

（金
賞
）

佐
藤

文
香

（草
部
中
二
年
）
、
（銀
賞
）
田
上

裕
子

（車
部
南
部
小
六
年
）
、
（銅
賞
）

工
藤
裕
美

（小
三
）
、
（努
力
賞
）
岡
本

沙
也
香

（中

一
）
、
（努
力
賞
）
田
上
舞

（小
五
）

□
役
場
草
部
出
張
所
長
賞

（金
賞
）
武

田
福
栄

（中
三
）
、
（銀
賞
）
大
内
田
晃

陽

（小

一
）
、
（銅
賞
）
遠
山
ま
り

（中

こ
、
（努
力
賞
）
佐
藤
優
太

（小
六
）

□
草
部
郵
便
局
長
賞

（金
賞
）

二
子

石
諒
太

（小
二
）
、
（銀
賞
）
桐
原
梨
沙

（中
二
）
、
（銅
賞
）
甲
斐
千
愛

（小
六
）
、

（努
力
賞
）
二
子
石
信
太
郎

（小
四
）

□
Ｊ
Ａ
阿
蘇
南
草
部
南
部
支
所
長
賞

（金
賞
）
岡
本
真
里
江

（小
三
）
、

（銀

賞
）
中
尾
和
美

（中
二
）
、
（銅
賞
）
甲

斐
隆
介

（中
二
）
、
（努
力
賞
）
工
藤
優

子

（小
三
）

□
奥
阿
蘇
物
産
館
長
賞

（金
賞
）
田
上

知
沙

（小
六
）
、
（銀
賞
）
岡
本
瑠
依

（小

四
）
、
（銅
賞
）
甲
斐
愛
美

（小
二
）
（努

力
賞
）
小
住
早
一田

（中

一
）

（
草
部
南
部
地
区
交
通
安
全
協
会
主
催
）

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
展

草
部
南
部
小
学
校

・
草
部
中
学
校
全
児
童
生
徒
力
作
を
応
募

◆
六
十
五
歳
以
上
の
人

（第

一
号

被
保
険
者
）

第

一
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は

所
得
に
応
じ
た
額
に
な
り
ま
す
。

そ
の
額
は
市
町
村
の
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
水
準
に
応
じ
て
変
わ
り
ま
す
。

ま
た
、
第

一
号
被
保
険
者
の
保

険
料
は
、
原
則
と
し
て
老
齢
年
金

か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
以

外
の
場
合
は
、
個
別
に
市
町
村
に

支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
四
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の

人

（第
二
号
被
保
険
者
）

第
二
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
に
よ

っ

て
異
な
り
、
そ
の
額
は
加
入
し
て

い
る
医
療
保
険
の
算
定
方
法
に
よ

り
決
ま
り
ま
す
。

第
二
号
被
保
険
者
は
、
現
在
支

払

っ
て
い
る
医
療
保
険
料
と

一
括

し
て
支
払
い
ま
す
。

○
健
康
保
険
の
場
合

保
険
料
は
給
料
に
応
じ
て
変
動

し
ま
す
。
保
険
料
は
事
業
者
と
折

半
に
な
り
ま
す
。

○
国
民
健
康
保
険
の
場
合

保
険
料
の
額
は
所
得

・
資
産
等

に
応
じ
て
変
動
し
、
保
険
料
と
、
同

額
の
国
庫
負
担
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、

町
民
福
祉
課
　
福
祉
係

ＴＥＬ
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
３
１
）

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
　
二
月
一
日
（月
）
～
二
月
七
日
（日
）

『気
を
つ
け
て
　
は
じ
め
は
す
べ
て
　
小
さ
な
火
』

●  ●

●  ●
阿蘇広域行政消防本部 南部分署

Te1 2-9034

～ 119番通報から出場まで～

「119番がつながらない !」 どうして

先 日住民の方から「うちの隣が火事ん とき、119番 がつなが らなかったば

い。」 という問い合わせがあ りました。なぜで しょうか ?

現在、当消防本部では、119回線は局番 ごとに各地区か ら阿蘇町の中部消

防署通信司令室に引かれていて、異なる地区 (局番)か ら3件 まで同時に 119

通報を受けることがで きるようになっています。しか し、同地区 (局番)か
らの 119通報 は、1件の 119通報が終了するまでは話 し中になって しまいま

す。このことから、119通報については、出来る限 り短時間ですませるよう

にしていますが、火災など、場合によってはつなが りにくくなるときもあ り

ます。今回の事例では、おそらく他の人が 119回 線を使用 していた為に、後

からかけた人の 119番 がつながらなかったのではないかと思われます。

消防車等のサイレンを聞いて 119回 線で火災の問い合わせをしてこられる

方が少な くあ りません。119番は緊急通報専用回線ですので、火災、各種災

害、休日在宅医の問い合わせは消防本部のテレホンサービスをご利用下さい。

休日在宅医・各種問い合わせは  TEL0 9 6 7-34-0099

第1号被保険者 第2号被保険者

対象者 65歳以上
40歳以上65歳 未満の医

療保険加入者

受給権者
要介護者(寝たきり

痴果 )

要支援者 (虚弱)

左のうち初老期痴果、脳血

管障害等の老化に起因す
る疾病によるもの

保険料
負 担

市町村が徴収

医療保険者が医療保険料
として徴収し、納付金とし
て一括 して納付

高
森
町
消
防
団
各
地
で
消
火

器
や
消
火
栓
等
の
講
習
会

火
災
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま

ん
。　
一
瞬
の
油
断
で
大
火
に
も
な

ま
す
。
日
頃
か
ら
予
防
消
防
に
努

団

に
よ
る
、
消
火
器

り
扱

い
の
講
習
や
ま

置

の
仕
方
な
ど

の
講

習
会
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

十

一
月
十

四
日
に
は
第
五

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

消
防
団
が
到
着
す
る
ま
で
の
数
分

ま

し

ょ

う

ｃ

せ

分

団

の
取

ん
初
期
消
火

の

い
た
だ
く
た
め

る

こヽ

ユ
よ

も

ち

ろ

きのことほうれんそうのミルクスープ

～グラグラ煮立てないのが風味を残すコツ～

80g、 玉ねぎ■個、回形
スープの素 1告 個、牛乳
カップ1告 、生クリーム大
さじ3、 バター、小麦粉、塩・

こしょう

人請 )

3枚、

、 ほう

いた

ム4

□材料 4 -110キロタ里一人分の栄養個・琳碑・

けし マ ッシ

それ ん つ個

消防なんでも南部分署

(8)
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食事で差が付 くか らだづ くり

◆老化を防ぐ パート2

赤 ワイ ンが若さを保 つてホン ト?
老化防止にビタ ミンがよいと述べた前回に続き、同様の効果のある

ポリフェノールについてお話しします。

ポ リフェノールは体内の酸化を防止 して動脈硬化や、老化防止、ま

たがんの予防に効果的に働きます。最近、赤ワインが人気ですが、そ

の中のポ リフェノールが若さを保つのはホントです。しかし、赤ワイ

ンに限ったことではな く、ポリフェノールは太陽の恵みを浴びて育っ

た野菜や果物、芋、豆、お茶類など、様々な食品に含 まれているので

す。ポ リフェノールはアクの成分で もあるので、切った ときに変色す

るものに多 く含まれる、と覚えてお くとよいでしょう。

また、ポリフェノールが含まれているものは色でもわか ります。

○赤、紫・・・・赤 ピーマン、柿、なす、みかん

○自、橙、黄・・れんこん、カリフラワー、ジャガイモ、きのこ

Ｌ
信
司
令
室

許

の．貯
脚
こ
えま
す
）

,な.′ _

鯉二理■:」卜

ウーロン茶、コーヒー、ヨコア、紅茶

プロッコリー、小松菜、ほうれんそう、緑茶

○茶

○緑

野菜と果物はポリフェノールのみならず、ビタミンA、 C、 Eを 含

み老化防止には欠かせない食品です。

‥
●
蓼

一̈増
椰

四
分
団

（桐
原
分
団
長
）
が
消
防
署

の
協
力
を
得
な
が
ら
講
習
会
を

し
ま
し
た
。
参
加
者
の
多
く
は

や
お
年
寄
り
で
、
消
防
団
員
の

消
火
器
の
実
演
な
ど
、
初
期

の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
認
識

「

Fr¨
~‐

L二_ 夢

′議藤

ｒ

ヽ

①ほうれんそうはたっぷりの熱湯でゆで、水に
とって冷まし水気を絞って3 cm長 さに切る。②し
いたけは軸を取って薄切り、マッシュルームと玉

ねぎも薄切りにする。③鍋にバター大さじ1を 溶
かし、玉ねぎを中火でしんなりするまで炒める。
小麦粉大さじ1をふり入れ、弱火で焦がさないよ

うに炒める。④水カップ1参 、スープの素、しいた
け、マッシュルームを加え、アクを取 りながら2
分間ほど煮る。牛乳を加えて温め、沸騰直前に生

クリーム、ほうれんそう、塩、こしょう各少々で

調理する。

ヽ

r.‐ご■li■

涸
萌



交通資金 |
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み
ん
な

の
願
い

「交
通
事
故
の
な

い
ま
ち
」

大
き
な

「交
通
安
全
無
事
故

ブ
レ
ゼ
ン
ト
ツ
リ
ー
」
が

高
森
駅
に
登
場

南
阿
蘇
安
全
運
転
管
理
者
等

協
議
会
青
年
部
が
実
施

鸞
峰
驚０，
３
一一Ｓ
の“
一一ヨ

闘轟
警
轟
署
ば
より

覚
せ
い
剤
等
薬
物
の

乱
用
を
防
止
し
よ
う

○
覚
せ
い
剤
の
恐
ろ
し
さ

覚
せ
い
剤
、
大
麻
等

の
薬
物

は
、
乱
用
者
の
心
身
を
む
し
ば
む

だ
け
で
な
く
、
家
庭
を
崩
壊
さ

せ
、
更
に
は
覚
せ
い
剤
を
買
う
金

欲
し
さ
か
ら
強
盗
を
し
た
り
、

「誰
か
に
追
わ
れ
て
い
る
」
「殺
さ

れ
る
」
な
ど
と
い
っ
た
幻
覚
や
妄

想
か
ら
、
無
差
別
殺
人
な
ど
の
凶

悪
犯
罪
を
引
き
起
こ
す
非
常
に
危

険
な
も
の
で
す
。

○
暴
力
団
と
覚
せ
い
剤

暴
力
団
は
、
少
量
の
取
引
で
莫

大
な
利
益
が
あ
が
る
覚
せ
い
剤
の

密
売
を
主
要
な
資
金
源
に
し
て
い

ま
す
。

密
売
人
は
、
「疲
れ
が
と
れ
る
」

「や
せ
る
」
等
と
言
葉
巧
み
に
接

近
し
、
中
毒
さ
せ
て
金
儲
け
を
し

よ
う
と
狙

っ
て
い
ま
す
。

電
算
用
申
告
圭
日と

納
付
書
の
ご
使
用
を

税
務
署
で
は
、
所
得
税
及
び
個
人

事
業
者
の
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

の
確
定
申
告
書
を
電
子
計
算
機
に
よ

り
処
理
し
て
い
ま
す
。

所
得
税
の
確
定
申
告
書
は
複
写
式

に
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
送
付
さ
れ

た
申
告
書
を
切
り
離
さ
な
い
で
ボ
ー

ル
ペ
ン
で
は

つ
き
り
と
書
き
、
お
早

め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
納
税
に
つ
い
て
も
申
告
書

と

一
緒
に
送
付
さ
れ
た
納
付
書
で
期

限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
「振
替
納
税
」
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方
は
、
日
座
か
ら
自
動
的
に

振
替

に
よ
り
納
付
さ
れ
ま
す

の
で
、

ご
自
分
で
納
付
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

振
替
納
税
は
い
ろ
い
ろ
な
点
で
便

利
で
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

「振
替
納

税
」
を
利
用
さ
れ
ま
す
よ
う
お
す
す

め
し
ま
す
。

申
告
書
は
自
分
で

書
い
て
郵
送
で

所
得
税
の
確
定
申
告
期
間
は
、
一
一

月
十
六
日
か
ら
二
月
十
五
日
ま
で
と

な

っ
て
い
ま
す
。

所
得
税
は
、
あ
な
た
自
身
が
所
得

や
税
額
を
正
し
く
計
算
し
て
納
税
す

る
と
い
う
申
告
納
税
制
度
を
と

っ
て

い
ま
す
。

確
定
中
告
は
あ
な
た
の
昨
年

一
年

間
の
事
業
や
収
入
の
総
決
算
と
も
い

彙
『

十
二
月

一
日
午
後

一
時
半
、
南
阿

蘇
安
全
運
転
管
理
者
等
協
議
会
青
年

部

（吉
良
充
展
会
長
）
の
皆
さ
ん
が
、

今
年
も
高
森
駅
入
り
回
の
も
み
じ
の

本
に
交
通
安
全
無
事
故
プ

レ
ゼ
ン
ト

ツ
リ
ー
を
飾
り
付
け
ま
し
た
。

こ
れ
は
同
会
の
交
通
安
全
推
進
運

動
の

一
つ
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、

飾
り
付
け
に
は
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の

衣
装
を
着
て
馬
に
乗

っ
て
ご
協
力
い

た
だ
い
た
ブ
ル
ー
グ
ラ
ス
の
方
々
や

九
電
工
南
阿
蘇
の
高
所
作
業
車
に
よ

る
協
力
や
、
高
森
警
察
署
の
皆
さ
ん

と
共
に
高
森
幼
稚
園
、
高
森
保
育
園

の
園
児
ら
も
参
加
。
み
ん
な
で

一
生

懸
命
飾
り
付
け
て
点
灯
す
る
と
、
赤

・

青

・
黄
色

の
た
く
さ
ん

の
イ

ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
が
点
滅
し
、
「わ
―
さ
れ

い
！
」
の
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
が
交
通
安
全
意
識

の
高
揚
に
つ
な
が

っ
て
欲
し
い
も
の

で
す
。

○
覚
せ
い
剤
乱
用
者
の

見
分
け
方

・顔
色
が
青
自
く
、
や
せ
て
い
る
。

・
医
者
に
か
か
ら
な
い
の
に
注
射

痕
が
あ
る
。

・
必
要
以
上
に
キ
ョ
ロ
キ

ョ
ロ
し

て
落
ち
着
き
が
な
い
等
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
相
談
は

早
め
に
遠
慮
な
く

高
森
警
察
署

生
活
安
全
係

ＴＥ

２

・
０

１

１

０

警
察
本
部覚

せ
い
剤
相
談
電
話

ＴＥ

０
９

６

・
３

８

４

・
４

４

４
４

え
る
も
の
で
す
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

方
で
も
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
方
は
是
非
、
自
分
で
書
い
て

郵
送
で
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
申
告

を
お
済
ま
せ
下
さ
い
。

記
帳
や
決
算
、
税
申
告
、
青
色
申
告

に
関
す
る
お
た
ず
ね
な
ど
も
、
お
気

軽
に
ど
う
ぞ
。

阿

蘇

税

務

署

ＴＥＬ

０

９

６

７

・
２

２

・
０

５
５

１

固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の
縦
覧

平
成
十

一
年
度
固
定
資
産
税
課
税

台
帳
の
縦
覧
を
左
記
に
よ
り
実
施
し

ま
す
の
で
、
縦
覧
期
間
中
に
、
そ
れ
ぞ

れ
お
手
持
ち
の
資
料
と
、
固
定
資
産

税
課
税
台
帳
の
照
合

・
確
認
を
さ
れ

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
縦
覧
期
間

三
月

一
日
～
三
月
二
十
日

（土
曜

。
日
曜
を
除
く
）

■
縦
覧
場
所
　
高
森
町
役
場

○
税
務
課
固
定
資
産
税
係

○
草
部
出
張
所

○
野
尻
出
張
所

■
縦
覧
時
間

午
前
九
時
～
午
後
四
時

■
そ
の
他

償
却
資
産
課
税
台
帳
に
つ
い
て
は

税
務
課
固
定
資
産
税
係
で
縦
覧
し
て

下
さ
い
。

税
務
課
　
固
定
資
産
税
係

ＴＥＬ
２
・
１
１
１
１

（内
線
１
５
３
）

このを,あなたの務が生きている

いよいよ 各地区毎に税申告が始まります

日程表により 早めの申告をお願いします

高森町役場 口税務課・町民税係 2-1111(内 線 138・ 139)

平 成 11年度 (平成10年分所得)納税 相 談 日程 表

2月 16日から

下記の納税相談

壇広報

●  ●

●  ●

■■
■■

月   日
地  区  名

会   士易  名
9口寺～・11日寺 13時 ～ 15時

2月 16日 は0 天神 ・上町 市装1   田丁

林業総含セ ンター (内線 197・ 198)17日 ③ 旭   通 オ寸LЦ ・ 口召禾ロ

18日 (付 上   在 森

19日 ③ 下   町 冬野 ・津留

22日 0) 津留 1

野尻 2・ 尾下 1

津留 2
野尻林業セ ンター (呼 5-0211)

23日 C人0 野 尻 1

24日は)

阿蘇 税務 署

巡 回納 税 相三;ヽ

林業総含セ ンター (内線 197・ 198)25日休)

26日 (a

3月 1日編) 車部 (社倉 ) 草部 (社倉以外 )

2日 CD 芹 口 菅 山

3日 (フК) ブk里予F買 下 切

4日 (→ 矢津田 中 JA草部北部支所 (4-0231)
5日③ 河 原 1 尾 下 2・ 河 原 2 河原老人憩 いの家 (呼 5-0240)
8日編) 洗川・大村 中原 ・前原

林業総合セ ンター (内線 197・ 198)
9日 C● 戸狩 ・井上 ・山鳥 小倉原 ・西丁・中園

10日 ③
上記相談 日にご来場で きなか つた方

(10日 以降は会場 が混み合 い ますので 出来るだ

け指定 日においで ください。)

林業総合セ ンター (内線 197・ 198)
11日 ⑥

12日 ③

15日

“

)

率
調
査
を
実
施
中

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

(12)
(9)

メt｀、
イヘRく、
し ,｀リ

瑣囃
ヽ

∨ V恥 ▼ ~

�

諄
も "

一一

‘
■
▼

申告の最終期限は3月 15

草部基幹集落セ ンター (呼 4-0211) 十
二
月
二
十
二
日
と

一
月
二
十

五
欄
ヽ
町
で
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着

用
率
調
査
を

‐
高
森
警
察
署
前
で
行

い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
一

こ
れ
は
、
県
交
通
安
全
推
進
連

盟
一の
取
り
組
み
と
し
て
県
下

一
斉

に
市
町
村
が
取
り
組
ん
だ
も
の

で
、
午
前
十
時
か
ら

一
時
間
行
い

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

調
査

結

果

（着
用
し
た
者
の
率
）

■
十
二
月
二
十
二
日

（県
下
五
十
六
位
）

日
午
前
十
時
～
十

一
時

○
運
転
席
　
八
十
六

‐
―
〓
一　
％

○
助
手
席
　
九
十
五
、
〇
　
％
　
　
・

■

一
月
二
十
五
日

（県
下
六
十
九
位
）

□
午
前
十
時
～
十

一
時

○
運
転
席
　
八
十
二
ギ
五
　
％

○
助
手
席
　
七
十
五
、
〇
　
％
　

一
日本一作戦屈」開申 ′



鬱 地域振興券交付事業が3月  24日 から開始きれます 弊

149月 23
国の政策において、若い層の子育てを支援し、

齢者層の経済的負担を軽減することにより、個

振興に資するため、地域振興券交付事業が実施

あるいは老齢福祉年金等の受給者や所得の低い高

人消費の喚起と地域経済の活性化を図り、地域の

することが決まりました。

地域振興券

○交付額は一人につき2万円です。

15歳以下の児重がぃる世帯主の方につ

ては児童一人につき2万円分となります。

○高森町の店舗等 (特定事業所)でお使い

《対象となるのは次の方です》

平成 11年 1月 1日 (基準日)に おいて以下のいずれかの要件を満たす方です

①15歳以下 (昭和58年 1月 2日以降に生まれた人)の子どもがいる世帯主の方

②老齢福祉年金の受給者等 (基準日における年齢が15歳以下の者を除く)

ア、基準日において次のいづれかの年金または手当を受給できる方

老齢福祉年金・障害基礎年金・遺族基礎年金・母子年金等・児童扶養手当・特別児童扶養

手当・特別障害者手当・障害児福祉手当・福祉手当 (経過措置分)・ 原爆被爆者諸手当

ただし、障害基礎年金等、遺族基礎年金等の受給者の一部の方は、受給者及び受給者を扶養

している方が個人の市町村民税 (所得割、均等割両方とも)非課税の場合に限られます。

イ、生活保護の被保護者・社会福祉施設の措置入所者等

③年齢65歳以上 昭和9年 1月 1日以前に生まれた人)、 平成 10年度の市町村民税 (所得割のみ)

非課税の寝たきり等の方

ただし、本人が扶養されてる場合は、扶養者が市町村民税 (所得割のみ)非課税の場合

に限られます。

④年齢65歳以上 (昭和9年 1月 1日以前に生まれた人)の平成 10年度分の個人の市町村民税 (所

得割、均等割両方とも)非課税の方

ただし、本人が扶養されてる場合は、扶養者が市町村民税 (所得割、均等割両方とも)非

課税の場合に限られます。

上記①に該当の方には引換券を3月 24日に送付します。

上記②～④に該当の方は申請手続きが必要です。詳しくは後日回覧文書でお知らせします。

交付申請期間は3月 24日から9月 23日 までです。

役場企画課又は草部、野尻両出張所で受付します。

○有効期限は平成 11年 3月 24日 から平成

11年 9月 23日 までです。

交換、譲渡、売買はできません。

使用できるのは交付対象者ご本人またはそ

の代理人、使者の方に限ります。

次のような商品 ,取引については対象とし

ません。

・出資や債務の支払い

・有価証券の購入

・商品券、プリベイ ドカー ドの購入

■‐切手、官製はがきの購入

・宝くじ

団体の支払い (民間事業と同

を行つている事業所は対象と

地域振興券を取り扱う民間事業所 (特定事

業所)を募集します

地域振興券は高森町に登録された町内の民間事業所 (特

定事業所)で使用できます。町ではこの民間事業所の募集

を行います。内容は次のとおりです。

①対象事業所

日常的な小売業、飲食店のほか、洗濯・理容業、旅館・ホ

テル業、医療業等の各サービス業、運輸・通信業 (旅行業

含む)、 通信販売業等を営む町内の民間事業所。

②特定事業所の登録

特定事業所の登録は各事業所の申請によるものとします。

登録された事業所には、登録証明書とステッカー及びポス

ターを配布します。

③募集期間

2月 10日 から3月 10日 まで

役場企画課で受付します。

詳しくは

役場 企画課 開発推進係

TEL2-1111(内 線 160)

い

い _‐

●  ●

●  ●

ただけます。

○額面は千円でお釣リ

・国や地方公共

様の立場で事業

する。)

_‐ |_

らえません。

■■■■■■■■■■ ■■■■■ロロ■ロ

一
月
二
十
五
日
、
第

一
回
高
森

町
工
業
団
地
企
業
連
絡
協
議
会

（以
下
協
議
会
）
が
青
山
製
作
所

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
十
年
六
月
二
十
日
に
高
森

町
の
地
域
振
興
は
企
業
が
繁
栄
し

て
こ
そ
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
い

う
趣
旨
か
ら
企
業
間
の
情
報
交
換

や
交
流
を
通
じ
て
町
、
地
域
、
企

業
と
の
連
携
で
企
業
の
発
展
と
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
ろ
う
と
協
議

会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
会
議
に
は

（株
）
青
山

製
作
所
、

（株
）
早
川
製
作
所
、

（株
）
テ
ク
ノ

・
カ
ワ
バ
タ
、
（株
）

伊
澤
製
作
所
の
代
表
者
と
、
今
村

町
長
、
後
藤
議
長
、
町
議
会
企
業

誘
致
特
別
委
員
会

（本
田
国
男
委

員
長
他
四
名
）
、
町
の
担
当
者
等

が
出
席
し
、
各
企
業
の
現
況
報
告

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

不
況
の
中

に
も
各
企
業
と
も

様
々
な
取
り
組
み
を
行

っ
て
お

り
、
連
携
を
取
り
な
が
ら
発
展
し

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
協
議
会
の
取
り
組
み
と

し
て
企
業
内
用
地
の
合
同
草
切
り

を
し
た
り
、
交
通
安
全
街
頭
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
や
交
通
安
全
宣
言
駅

伝
、
七
夕
祭
り
等

へ
の
参
加
な
ど

町
主
催
の
行
事
に
も
積
極
的
に
参

加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

高
森
町
工
業
団
地
企
業
連
絡
協
議
会

第 」回工業団地企業連絡協議会の様子

(10)

温泉館屋外販売施設における飲食店舗のテナント募集 !

高森温泉館に建設中 (4月 オープン予定)の屋外販売施設にお

ける飲食店舗のテナントを次のとおり募集いたします。

■応募資格  ・高森町内に住民登録をされている方で、温泉館
及び販売施設の運営に積極的に協力できる方。

・飲食店としての運営を基本とし、善良なる管理

運営のできる方。
・町税等の滞納者でないこと。

■募集テナン ト数  1区画 (面積 :18.63耐 )

*カ ウンター及び手洗い器、換気扇設置

電気・ガス・水道完備 (個 メータ

「

付き)

(但 し、備品は個人持ちとする

■テナン ト貸付料 月額 10,000円

所定の申込言により提出 (温泉館有)●

なお、中込多数の場合は抽選 とします =

■申込及び問合先

高森温泉館 TEL 2-2626 (担 当 古澤 )

■応募期限

■応募方法

(電気、水道、ガス代は個人負担 )

平成 11年 2月 25日 (木 )

高森温泉館敷地内に建設中 (4月 オープン予定)の
根子岳市場 (仮称)の会員を募集いたします。

高森町内に在住されている方。

温泉館及び屋外販売施識の管理

積極的に協力で きる方
「

平成 11年 2月 28日 (日 )

生鮮野菜類、果物類、乾物類、そ

1回  3,000円     ―

丹 500円 ‐―

売り上げの 15%
会員制による受託販売  .・  ‐

所定の中込書にす り提出||

(中 込書は温泉館にあ ります)

高森温泉館 TEL 2-262
根子岳市場生産組合

代表嘗
‐
‐「重人 本‐

田・美佐子
・  荒 牧 幸 代

荒 牧 千 秋

■応募資格

6

(2114

(2-1

根子岳市場会員募集 !

(2-11

■応募期限

■出品予定品目

■入会金

■会費

■販売手数料

■運営方法

■応募方法

19)

63)

28)

(11)
交通安全キャンペーンにも参加 (H10.9.21)
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